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■新技術の概要

生物や生体物質は繊細であり、わずかな物理的負荷によって変質したり活性が失

われることがあり得る。そこで本研究では生理活性物質や細胞などを含む溶液を

空中に浮揚させることにより、接触する界面がどこにもない状態（全方位非接触

界面）を創出することで、物理的負荷を無くした革新的バイオリアクターの実現

を目指す。 

■従来技術・競合技術との比較

生命科学研究で用いる反応容器は、従来のガラスや金属等に代わり、近年使い捨

てプラスチックに置き換わったが、生体物質がプラスチックと接触して望まない

変質や失活が起きやすい。また研究者１人あたり年間数十キロのプラスチックゴ

ミが出るが、研究室内での脱プラスチックは進んでいない。

■新技術の特徴

・常温常圧の無容器バイオリアクター

・全方位が非接触な気–液界面を有する反応場

・脱プラスチック化によ SDGsに貢献

■想定される用途

・次世代の創薬や製剤の手法の開発、化粧品などの合成法

・分子生物学反応の完全自動化

・微小重力環境での液体の動きを地球上で再現
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